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二酸化炭素消火設備が設置されている建物において工事、メンテナンス等を
行う場合の安全対策について（依頼）

平素より、消防行政に対し格別のご理解とご協力を賜り＼深くお礼申し上げます。

去る令和3年4月1 5日に、新宿区内の機械式駐車場において、二酸化炭素消火設備か
ら何らかの理由により消火剤が放出され、死者4名、負傷者2名を出す事故が発生しまし
た。

事故の詳細については調査継続中ですが、二酸化炭素消火設備は、工事中や点検時等の
誤操作又は誤作動により消火剤が放出された場合、生命に危険を及ぼす恐れがあります。

つきましては、同種事故の再発を防止するため、貴協会の会員の方々に、添付のリ ー フ
レットを活用の上、別記の事項についてご周知いただきますようお願い申し上げます。

なお、当庁ホ ー ムページにおきまして添付したリ ー フレットのデー タ及び関連情報を提
供しておりますのでご活用ください。

問合せ先

［
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別記

二酸化炭素消火設備が設置されている建物において工事、 メンテナンス等を

行う場合の安全対策

1 二酸化炭素消火設備について、 常時、 十分な点検整備を行うこと。

2 二酸化炭素消火設備が設けられている場所又はその付近で工事（他の設備機器に係る

工事を含む。 以下同じ。）やメンテナンス等を行う場合は、 消防署へ相談の上、 誤作動

や誤放出しないよう二酸化炭素消火設備を熟知した消防設備士や消防設備点検資格者を

立ち会わせるなど、 工事時の安全を確保して行うこと。

なお、 防火管理義務対象物で当該設備の機能を停止させる場合は、 防火管理者に工事

中の消防計画を作成させて届け出る必要があること。

3 二酸化炭素消火設備が設けられる場所又はその付近で工事やメンテナンス等を行う場

合は、 防護区画及び当該防護区画に隣接する部分に関係者以外の者が出入りできないよ

うに管理の徹底を図ること。

4 設備の適正な取扱方法、 作動の際の対応方法、 避難方法、 二酸化炭素の人体に対する

危険性等について防火管理者等の建物関係者に周知徹底すること。

5 二酸化炭素消火設備の消火剤が放出された場合には、 直ちに消防機関への通報、 当該

設備の設置・保守点検等に係る専門業者への連絡を行うとともに、 防護区画及び当該防

護区画に隣接する部分への立ち入りを禁止すること。

また、 放出された防護区画、 当該防護区画に隣接する部分に立ち入る場合は、 消防職

員、 専門業者等の指示に従うこと。



気をつけて！

令和3年4月、 新宿区内の機械式駐車場において、 二．酸化炭
素消火設備の消火剤が誤って 放出 さ れ、 死者 4 名、 負傷者 2 名
を出す事故が発生しまし た。

皆さまの建物で同様の事故が発生し な い よ う次の事項にご注
意ください。

工事を行 う際には、 事前に管轄消防署に相談し てください。

1 工事·メンテナンス時

二酸化炭素消火設備が設けら れている付近で工事やメンテ
ナンスを行う場合には

①二酸化炭素消火設備を熟知した消防設備士や消防設
備点検資格者を立ら会わせ、消火剤が放出されなし旦昔
皿を講じた上で工事を開始するなど作業時の安全を確保
する。

②関係者以外の人が立ち入らないように管理を徹底する。

2 建物利用者等への周知

防火管理者 や自衛消防隊員、二酸化炭素消火設備設置場
所の利用者等に対して、設備の適正な取扱方法、作動の除
対応方法、避難方法、二酸化炭素の人体に対する危険性等に
ついて周知する。

3 消火設ー備作動時の対応

二酸化炭素消火設備の消火剤が放出された場合には、すぐに
119番通報をして、放出場所に人を立ち入らせなし。

東京 消防 庁



二酸化炭素消火設●についてのQ&A

Q 1 :二酸化炭素消火設備とは、 どのような設備ですか？

A:二酸化炭素消火設備は主に窒息消火により火災を鎮火させるための消火設備で、 固定式とl 
移動式があります。

Q2:二酸化炭素消火設備は、 どのような建物に設置されていますか？

A:二酸化炭素消火設備の特徴として、 消火に伴う汚損が少なく、 電気絶縁性があることか

ら、 一定規模以上の通信機器室、 電気室、 ボイラ ー室、 駐車場などに設置されています。

Q3:二酸化炭素消火設備の消火剤は、 どのようにすると放出されますか？

A:以下の2通りがあります。

①手動起動装置（操作箱）の手動起動ボタンを押すと放出する場合

②自動火災報知設備の感知器の作動と連動して放出する場合

Q4:二酸化炭素消火設備が作動した場合、 どのような危険がありますか？

A:消火剤である二酸化炭素には毒性（麻酔性）があるため、 高濃度の二酸化炭素を人が吸

うと即時に意識喪失し、 酸素欠乏症に陥り死に至る危険性があります。

なお、 安全のため二酸化炭素消火剤の放出前には、 音声による警報が行われます。

Q5：主な二酸化炭素消火設偏の誤放出の原因はなんですか？

A:二酸化炭素消火設備の手動起動装置の手動起動ボタン（下記のフロ ーを参照）を誤って

押してしまったために、 誤放出してしまったという事故が多く発生しています。

二酸化炭素消火設備の手動起動フロ ー
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問合せ先
0東京消防庁予防部予防課

電話 03-3212-2111 （代）
〇管轄消防署

東京消防庁ホームペー ジから検索できます。

東京消防庁 ICMJ 
https:/ /www. tfd.metro.tokyo.lgjp/ 




